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問15(14) （３）同居していない介護者の居住区 

【図15(14)(3)② 同居していない介護者の居住区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居していない介護者の居住区については、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「本

人と同一区」が５割台で最も多く、次いで「大阪市内の他区」、続いて「大阪市外・府外」と

なっている。（図15(14)(3)②） 
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問16(15) 介護者の健康状態 

主な介護者の健康状態について、おたずねします。（○はひとつ） 

【図16(15) 介護者の健康状態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護者の健康状態について、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「まあまあ健康で

ある」が最も多く、「とても健康である」と「まあまあ健康である」を合わせた『健康である』

割合では、サービス利用者の介護者が51.4％、サービス未利用者の介護者は61.9％となって

いる。一方、「あまり健康ではない」と「健康ではない」を合わせた『健康ではない』割合は、

サービス利用者・未利用者の両介護者とも３割程度となっている。（図16(15)） 
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（２）介護の状況 

問17(16) １日平均の介護時間 

主な介護者が、１日平均どのくらいの時間、介護を行っているのかおたずねします。もっとも

近いものに○をつけてください。（○はひとつ） 

【図17(16) １日平均の介護時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日平均の介護時間について、サービス利用者・未利用者とも「１時間ぐらい」が最も多

く、サービス利用者は13.8％、サービス未利用者は17.9％となっている。これに次いで、サー

ビス利用者は「６時間ぐらい」が9.9％、サービス未利用者は「２時間ぐらい」が11.6％となっ

ている。 

なお、「その他」については、サービス利用者・未利用者とも、６時間を超える時間を回答

している介護者が約半数に上り、うち「７～１２時間ぐらい」が約２割強を占めている。 

前回調査と比較すると、サービス利用者は「６時間ぐらい」が2.2ポイント増加している。

一方、サービス未利用者は各時間で２ポイント程度増加している。（図17(16)） 
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本人との関係別でみると、サービス利用者では、“配偶者”と“兄弟・姉妹”は「６時間ぐ

らい」が最も多く、“子ども”は「１時間ぐらい」、“子どもの配偶者”は「２時間ぐらい」、

“その他の親族”では「１時間ぐらい」と「２時間ぐらい」が同率で、それぞれ最も多くなっ

ている。一方、サービス未利用者では、“配偶者”や“子ども”、“その他の親族”は「１時間

ぐらい」、“兄弟・姉妹”や“子どもの配偶者”は「２時間ぐらい」が、それぞれ最も多くなっ

ている。（表17(16)-a） 

【表17(16)-a １日平均の介護時間（本人との関係別）】 
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介護者の性別でみると、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「１時間ぐらい」が、

男女に関わらず最も多くなっており、サービス利用者・未利用者ともに男性介護者のほうが

割合は高くなっている。しかし、サービス利用者では３時間以上の割合が女性介護者のほう

で高くなっており、サービス未利用者は「５時間ぐらい」を除いた２時間以上の割合が女性

介護者のほうで高くなっている。（表17(16)-b） 

【表17(16)-b １日平均の介護時間（介護者の性別）】 
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問18(17) 本人以外でよく話をする相手 

主な介護者が、本人以外でよく話をする相手は誰ですか。（○はいくつでも） 

【図18(17) 本人以外でよく話をする相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人以外でよく話をする相手について、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「同居

の家族」が最も多く、次いで「別居している家族や親族」、続いて「友人・知人」となってい

る。 

前回調査と比較すると、サービス利用者は概ね前回と同様の傾向となっている。サービス

未利用者では「別居している家族や親族」が7.4ポイント、「友人・知人」が6.2ポイント増加

している。（図18(17)） 
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問19(18) 介護保険サービス提供者以外で介護を手助けしてくれる方 

介護保険サービス提供者以外で、介護を手助けしてくれる方はいますか。あてはまるものすべ

てに○をつけてください。（○はいくつでも） 

【図19(18) 介護保険サービス提供者以外で介護を手助けしてくれる方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービス提供者以外で介護を手助けしてくれる方について、サービス利用者では

「別居している家族や親族」が32.5％で最も多く、次いで「同居の家族」が29.2％となって

いる。一方、サービス未利用者では「同居の家族」が36.5％で最も多く、次いで「別居して

いる家族や親族」が35.3％となっている。また、サービス利用者・未利用者とも「いない」

が18％台となっている。 

前回調査と比較すると、サービス利用者は、概ね前回と同様の傾向となっている。サービ

ス未利用者では「別居している家族や親族」が5.7ポイント増加し、「いない」も10.1ポイン

ト増加している。（図19(18)） 
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問20(19) 本人の認知症の程度 

ご本人の認知症の程度についておたずねします。もっとも近いものに○をつけてください。 

（○はひとつ） 

【図20(19) 本人の認知症の程度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の認知症の程度について、サービス利用者・未利用者とも「全く認知症を有しない」

が最も多く、サービス利用者は25.6％、サービス未利用者は37.2％となっている。これに次

いで「何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ自立している」が多くなっている。 

前回調査と比較すると、サービス利用者では、「全く認知症を有しない」が0.9ポイント減

少し、その他のすべての認知症の程度で増加している。一方、サービス未利用者では、すべ

ての認知症の程度で増加している。（図20(19)） 
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本人の要介護度別でみると、サービス利用者では、認知症の程度が重くなるほど、要介護

度は高くなっており、「日常生活に支障が頻繁に見られ、常に介護を必要とする」人と、「妄

想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、専門医療を必要とする」人では、要介護５で３割

台を占めている。（図20(19)-a ①②） 

サービス未利用者でも、認知症の程度が重くなるほど、要介護度は高くなっている。なお、

「日常生活に支障が頻繁に見られ、常に介護を必要とする」人は要介護３、要介護４、要介

護５で各々２割を占めており、「妄想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、専門医療を必要

とする」人は、要介護５で43.5％と高くなっている。（図20(19)-a ③④） 

【図20(19)-a 本人の認知症の程度（本人の要介護度別）①】 
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【図20(19)-a 本人の認知症の程度（本人の要介護度別）②】 
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【図20(19)-a 本人の認知症の程度（本人の要介護度別）③】 
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【図20(19)-a 本人の認知症の程度（本人の要介護度別）④】 
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世帯の状況別でみると、認知症の程度に関わらず、誰かと同居している人が過半数を占め

ている。そのなかで、「妄想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、専門医療を必要とする」

人では“単身（ひとり暮らし）”が25.9％と４人に１人の割合となっている。（図20(19)-b） 

【図20(19)-b 本人の認知症の程度（世帯の状況別）】 
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